
地区ガバナー（DG）にとって、「時
間」は何よりも貴重なものです。訪
問や活動を計画し、優先順位を決
めることで、目標とその達成に必
要な行動に集中することができま
す。

地区ガバナーとしての多様な責任
を果たすために考えられるひとつ
の方法は、クラブ訪問を地区ガバ
ナー・チームの他のメンバーと共
有し分担することです。そうするこ
とで、目標に集中するための時間
を得られるばかりでなく、副地区
ガバナーとクラブにも目に見える
利益がもたらされます。

アンケートの結果
クラブ訪問の任務を共有した地区を対象にアンケート調査を行い、クラブ訪問
の共有が地区運営にどのような影響を及ぼしたか、またクラブ訪問をチームで
共有するというコンセプトをどのように活用すればプラスの効果があるか調べ
てみました。その結果は次の通りです。

• 多くの場合、地区ガバナーはクラブ訪問を第一または第二副地区ガバナーに
委任した。

• クラブ訪問の委任は、十分な検討と計画の結果行われた。地区ガバナー・チー
ムは、どのメンバーがどのクラブを訪問するかについて、一緒に相談して決定
した。

• 経験と研修が当初の不安材料であったものの、副地区ガバナーがゾーンやリ
ジョンのチェアパーソンとしてすでに得ている経験がクラブ訪問に際しては十
分であることがわかった。

• 地区ガバナーにとっても、地区を真に強化できるような活動に重点的に取り
組む時間をつくりやすくなるため、委任は良い効果をもたらした。

• 副地区ガバナーにとっても、クラブと関係を構築し、将来キャビネットの一員
に加えたい会員を見出す機会になるほか、特に注意が必要なエリアを理解
でき、さらにチームの一員として仕事をする機会ともなる、有効な経験になっ
た。

• クラブにとっても、将来の地区リーダーと会って関係を築き、長期的に取り組
むべき地区の計画について話し合う機会をもつことは貴重な経験になった。

• チームワークも向上した。クラブ訪問の責任を共有することで、チームは各ク
ラブの長所短所を議論し、さらには困難を抱えたクラブを支援するための方
法について討議することができた。こういったアイデアを交換する機会は、ク
ラブ訪問共有という前提がなければ実現しなかった。

• 一部では、地区ガバナーが訪問しないことでクラブが軽視されたと感じるので
はないかとの懸念があったが、これはクラブが新しい「チーム・アプローチ」に
ついて説明を受けることで克服できた。

• クラブ訪問を共有することで、地区ガバナー・チームはより結束を強め、単年
度のみでなく後の年度にも継続性のあるメッセージをクラブに伝えることが
できた。

クラブ訪問に対するチーム・アプローチ



クラブ訪問に対するチーム・アプローチの実施

チームの必要性
成功を収めるクラブ訪問の共有は、まずチーム一丸となって
徹底した計画を作ることから始まります。地区ガバナーは副
地区ガバナーとの会議を開き、地区内の課題や機会、そして
各クラブのニーズなどについて話し合うべきです。その話し合
いとその後に立てる計画は、目標と、そのために地区の人材
をいかに戦略的に割り当てるかに重点を置くとよいでしょう。

そして、どのチームメンバーがクラブ訪問を行うべきかを決定
します。これはクラブのニーズを基準（チームメンバーの長所
や得意分野がクラブのニーズにマッチしているかどうか）にす
べきではありますが、多くの場合、スケジュールの都合やクラ
ブの場所にも配慮が必要です。また、訪問は平等に分担して
も、必ずしもそうでなくてもよいでしょう。各チームメンバーが
3分の1ずつ受け持つという地区もあれば、地区ガバナーがよ
り多く受け持つ地区もあるでしょう。それぞれ自分たちのチー
ムにとって最適なプランを選んでください。

伝えるべきメッセージの決定
副地区ガバナーが訪問の計画を立てやすいように、チームと
して伝えるべきメッセージをはっきりと決めておきます。会長
テーマ、オンラインまたは地区から入手できる新しいリーダ
ーシップ育成情報資料、成功している奉仕アクティビティのア
イデアの共有などが主なメッセージの項目です。チームの各
メンバーが情報を伝える方法はそれぞれ異なるでしょうが、
メッセージの内容はチームメンバー間で統一されているべき
です。

事後サポートと結果
地区ガバナーと副地区ガバナーは定期的に連絡を取り合
い、クラブの状況やニーズについて、そして地区がどうすれば
新たな方法でクラブを支援できるかについてコミュニケーシ
ョンをとる必要があります。こういった会話を行うことで、副
地区ガバナーは翌年度以降の計画と目標を徐々に形成する
ことができ、また1年限りで終わらない継続性と方向性が地
区にもたらされます。

経費請求
現行の経費払戻し方針では、クラブ訪問の共有が認められて
います。副地区ガバナーは地区ガバナー旅費請求書（C-30）
を記入し、地区ガバナーに転送します。地区ガバナーが請求
書を承認し、ライオンズ・インターナショナルに提出して払い
戻しを受けます。

この「チーム・アプローチ」のコンセプトをご自分の地区でも
試してみてください。

詳細については、太平洋アジア課pacificasian@lionsclubs.orgまでご連絡ください。
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チームワークはメンバー全員の
成長を促します！


